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出生直後より HBC Study に参加した 951 名を 14 カ月齢まで追跡した。前コミュニケーシ
ョンスキルを規定すると想定される背景因として、父親・母親の年齢、父親・母親の教育
歴、世帯年収、出生時在胎週数、児の同胞順位の情報を収集した。14 カ月齢における児の
前コミュニケーションスキルは、MacArthur-Bates Communicative Inventories（Fenson et al., 
1993）日本語版によって測定した。測定内容は、原版の指定に従い、前期スキル（指差し
やバイバイなどのスキル）および後期スキル（大人の行為の模倣、人形遊びなどのスキル）
に分けて集計し、z-score 化した。それぞれの背景因と前期スキル・後期スキルの関連を重
回帰分析により検討した。 
 
【結果】 
	 前期コミュニケーションスキルは母親の年齢、教育歴、世帯年収と関連を示し、またこ
れら 3 つが互いに強い交互作用を示した。さらに、母親の若年齢・低教育歴・高収入、ま
たは母親の若年齢・高教育歴・低収入の組み合わせによっておよそ＋0.5SD 以上のスキル上
昇効果が見られた一方、母親の高年齢・高教育歴・低収入の組み合わせによっておよそ－
0.5SD のスキル低下効果が見られた。後期コミュニケーションスキルは母親の年齢・教育歴
と負の関連を示し、交互作用は見られなかった。 
 
【結論】 
	 前コミュニケーションスキルの発達は、前期スキル・後期スキルいずれにおいても、母
親の年齢と教育歴が重要な決定因となっていた。またその効果は、言語スキルの発達にも
たらす効果と異なっていた。 
 
 
